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一　

は
じ
め
に

　

近
年
、
全
国
的
に
技
術
職
、
と
り
わ
け
土
木
職
の
人
材

確
保
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
多

分
に
漏
れ
ず
、
姫
路
市
に
お
い
て
も
強
く
実
感
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

人
口
五
二
万
人
の
中
核
市
で
あ
る
本
市
の
職
員
数
は
約

四
〇
〇
〇
人
で
、
土
木
職
に
つ
い
て
は
例
年
一
〇
人
程
度

の
退
職
者
（
定
年
退
職
等
）
の
補
充
と
増
加
す
る
行
政
需

要
に
対
応
す
る
た
め
の
人
員
補
充
の
た
め
、
毎
年
採
用
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
今
は
行
政
需
要
の
高
ま
り
に
応

じ
て
採
用
予
定
人
数
が
増
加
す
る
一
方
、
受
験
者
数
は
、

五
年
前
や
一
〇
年
前
の
半
数
程
度
に
減
少
し
て
い
る
状
況

で
す
。
さ
ら
に
、
数
字
上
は
最
終
合
格
者
を
確
保
で
き
た

と
し
て
も
、
最
終
合
格
者
の
中
に
は
併
願
先
の
自
治
体
等

へ
の
就
職
を
選
択
す
る
者
が
一
定
数
い
る
た
め
、
実
際
の

採
用
者
数
は
さ
ら
に
少
な
く
な
る
と
い
う
状
況
で
す
。

※�

平
成
二
五
年
度　

採
用
予
定
人
数
一
五
人
程
度　

受
験
者
数
四
四
人　

合
格
者
数
一
五
人　

採
用
者
数
一
一
人

　

�

平
成
三
〇
年
度　

採
用
予
定
人
数
一
二
人
程
度　

受
験
者
数
四
九
人　

合
格
者
数
一
二
人　

採
用
者
数
九
人

　

�

令
和　

五
年
度　

採
用
予
定
人
数
二
〇
人
程
度　

受
験
者
数
二
二
人　

合
格
者
数
一
〇
人　

採
用
者
数
七
人

二　

人
材
確
保
の
課
題

　

中
核
市
で
あ
る
本
市
は
、
市
役
所
の
統
一
試
験
日
で
あ

る
七
月
に
土
木
職
を
含
む
主
た
る
職
種
の
採
用
試
験
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
近
年
、
社
会
全
体
と
し
て

就
職
活
動
の
早
期
化
が
加
速
す
る
傾
向
に
あ
る
中
で
、
就

職
活
動
を
早
く
終
わ
ら
せ
た
い
と
い
う
理
由
か
ら
受
験
を

諦
め
る
と
い
う
声
や
、
志
望
度
が
同
程
度
で
あ
れ
ば
先
に

内
定
が
出
た
方
に
決
め
る
と
い
う
声
を
聞
く
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。最
終
合
格
の
決
定
時
期
が
遅
い
と
い
う
こ
と
は
、

そ
れ
だ
け
で
現
在
の
就
活
市
場
に
お
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
要

兵
庫
県

人材育成・確保の取り組み人材育成・確保の取り組み

土
木
職
の
人
材
確
保
の
取
組
　

～
「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
の
導
入
～

姫
路
市
総
務
局
職
員
部
人
事
課
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素
に
な
る
と
実
感
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

そ
こ
で
、
姫
路
市
役
所
で
働
き
た
い
と
い
う
思
い
が
強

い
人
材
を
逸
早
く
確
保
す
る
た
め
、
令
和
四
年
度
か
ら
は

定
期
の
試
験
日
程
（
七
月
）
に
加
え
て
、
都
道
府
県
・
政

令
市
の
統
一
試
験
日
と
同
じ
六
月
に
も
採
用
試
験
を
実
施

す
る
取
組
を
始
め
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
は
、
本
市
を
第
一
志
望
と
す
る
受
験
者
で

あ
っ
て
も
、
先
に
実
施
さ
れ
る
都
道
府
県
・
政
令
市
の
試

験
を
併
願
し
て
受
験
す
る
の
が
一
般
的
な
傾
向
で
し
た

が
、
六
月
と
七
月
の
試
験
を
ダ
ブ
ル
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て

両
方
を
受
験
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
、
先
に
実
施
す

る
六
月
試
験
で
は
辞
退
者
が
〇
人
と
な
り
ま
し
た
。
二
か

月
続
け
て
の
採
用
試
験
の
実
施
は
運
営
す
る
側
に
と
っ
て

は
大
き
な
負
担
と
な
り
ま
す
が
、
早
期
に
優
秀
な
受
験
者

を
確
保
す
る
と
い
う
点
で
は
一
定
の
成
果
が
得
ら
れ
た
と

感
じ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
試
験
日
程
の
追
加
と
い
う
取
組

だ
け
で
は
課
題
解
決
し
な
い
の
が
現
実
で
す
。
採
用
試
験

の
早
期
化
は
自
治
体
の
採
用
戦
略
の
一
つ
と
し
て
急
速
に

広
が
り
ま
し
た
。
本
市
に
お
い
て
は
、
先
行
試
験
と
し
て

の
位
置
づ
け
の
六
月
試
験
、
定
期
試
験
の
七
月
試
験
、
こ

の
二
回
で
採
用
予
定
人
数
を
確
保
で
き
な
い
場
合
に
は
、

追
加
で
九
月
、
一
〇
月
と
受
験
機
会
を
増
や
す
こ
と
で
人

員
確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
が
、
先
行
試
験
で
は
成
果
が

得
ら
れ
た
半
面
、
年
度
後
期
に
実
施
す
る
追
加
試
験
で
は

思
う
よ
う
な
成
果
が
得
ら
れ
ず
、
新
た
な
方
法
で
受
験
者

層
を
拡
大
す
る
必
要
性
を
感
じ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

三　

課
題
解
決
に
向
け
た
取
組

１　
「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
の
導
入

　

そ
こ
で
、
令
和
六
年
一
月
に
本
市
が
発
表
し
た
の
が
、

令
和
七
年
四
月
採
用
に
向
け
た「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」

の
実
施
で
す
。
土
木
職
の
第
一
次
試
験
で
実
施
し
て
い
る

「
筆
記
試
験
」
及
び
「
集
団
面
接
」
を
、
大
学
（
院
）
等

か
ら
の
「
推
薦
書
等
※
」
に
変
え
て
選
考
す
る
と
い
う
も

の
で
す
。
第
二
次
試
験
は
、
従
来
通
り
の
内
容
（
適
性
検

査
、
事
例
式
課
題
論
文
試
験
、
人
物
試
験
）
を
行
い
ま
す
。

※
以
下
三
点
（
①
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
②
推
薦
書
③
成
績
証
明
書
）

　

公
務
員
試
験
に
お
け
る
学
校
推
薦
は
、
教
員
採
用
試
験

に
お
い
て
第
一
次
試
験
を
免
除
す
る
者
を
決
定
す
る
選
考
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と
し
て
対
象
校
を
指
定
す
る
方
式
で
全
国
的
に
実
施
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
本
市
で
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

職
種
を
土
木
職
に
限
定
し
、
第
一
次
試
験
の
免
除
で
は
な

く
、
筆
記
試
験
等
に
よ
る
能
力
の
実
証
の
代
替
と
し
て
、

推
薦
が
可
能
な
大
学
等
を
指
定
せ
ず
に
学
校
推
薦
を
行
う

こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

大
学
等
を
指
定
し
な
い
こ
と
と
し
た
の
に
は
、
こ
の
試

験
に
お
い
て
本
市
が
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す
る
学
生
を
逃
さ
な

い
た
め
と
い
う
理
由
が
あ
り
ま
す
。
本
市
の
よ
う
な
地
方

都
市
で
は
、
学
生
が
進
学
の
た
め
に
い
っ
た
ん
地
元
を
離

れ
て
県
外
の
大
学
等
に
進
学
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
実
際
に
、
本
市
の
土
木
職
の
職
員
は
、

そ
の
半
数
以
上
が
近
畿
地
方
以
外
に
所
在
す
る
大
学
等
を

卒
業
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
地
元
を
出

て
各
地
で
勉
学
に
励
ん
だ
学
生
が
、
全
国
ど
こ
か
ら
で
も

本
市
の
学
校
推
薦
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
学
等
の
限

定
は
行
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

２　

実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
し
て
は
、
一
月
に
実
施
要
項
を

発
表
し
、
三
月
に
試
験
案
内
を
公
表
、
四
月
中
旬
ま
で
を

申
込
受
付
期
間
と
し
、
そ
の
後
、
四
月
中
に
書
類
選
考
を

行
い
、
五
月
に
第
二
次
試
験
を
実
施
、
同
月
中
に
最
終
結

果
を
発
表
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
定
期
試
験
よ
り
も
前

に
「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
を
行
う
こ
と
で
、
本
市
を

第
一
志
望
と
す
る
学
生
が
、
ま
ず
は
「
大
学
等
推
薦
特
別

選
考
」
に
応
募
し
、
学
内
の
推
薦
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場

合
や
「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
の
第
二
次
試
験
で
不
合

格
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
六
月
及
び
七
月
に
実
施
す
る
定

期
の
採
用
試
験
に
応
募
で
き
る
よ
う
に
試
験
日
程
を
設
定

し
ま
し
た
。

３　

受
験
資
格
と
推
薦
基
準

　

受
験
資
格
は
、
一
．
昭
和
六
〇
年
四
月
二
日
以
降
に
生

ま
れ
た
者
で
あ
る
こ
と
、
二
．
在
学
中
の
大
学
等
か
ら
推

薦
を
受
け
た
者
で
あ
る
こ
と
、
三
．
地
方
公
務
員
法
第

一
六
条
に
規
定
す
る
欠
格
条
項
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な

い
こ
と
と
し
て
お
り
、
二
の
推
薦
に
つ
い
て
は
、
推
薦
基
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準
を
次
の
よ
う
に
定
め
ま
し
た
。

推
薦
基
準　

※�

姫
路
市
職
員
採
用
試
験
「
大
学
等
推
薦
特

別
選
考
」
実
施
要
項
よ
り
抜
粋

　

次
の
⑴
か
ら
⑶
ま
で
の
全
て
の
要
件
を
満
た
す
者
の
う

ち
、
大
学
等
の
学
部
長
又
は
学
科
長
そ
の
他
こ
れ
ら
に
相

当
す
る
職
に
あ
る
者
（
※
１
）（
以
下
「
学
部
（
科
）
長
」

と
い
う
。）
が
推
薦
す
る
者

⑴�

姫
路
市
の
求
め
る
職
員
像
（
※
２
）
に
ふ
さ
わ
し
い
資

質
と
能
力
を
有
す
る
と
と
も
に
、
学
業
成
績
が
優
秀
で

あ
る
と
学
部
（
科
）
長
が
認
め
る
者

⑵�

在
籍
し
て
い
る
大
学
等
を
令
和
７
年
３
月
３
１
日
ま
で

に
卒
業
（
修
了
）
見
込
み
で
あ
っ
て
、
同
年
４
月
１
日

か
ら
姫
路
市
に
確
実
に
勤
務
で
き
る
と
学
部
（
科
）
長

が
認
め
る
者

⑶�

大
学
等
の
卒
業
又
は
修
了
後
に
姫
路
市
職
員
と
な
る
こ

と
を
第
一
志
望
と
す
る
者

※
１　

�

そ
の
他
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
職
に
あ
る
者

　
　
　

�

大
学
院
に
お
け
る
研
究
科
長
又
は
専
攻
長
、
高
等

専
門
学
校
に
お
け
る
学
科
長
又
は
コ
ー
ス
長
、
高

等
専
門
学
校
専
攻
科
に
お
け
る
専
攻
科
長
又
は
専

攻
長
等

※
２　

姫
路
市
の
求
め
る
職
員
像

　
　

①�

現
状
に
満
足
せ
ず
、
常
に
前
向
き
な
、
意
欲
・
情

熱
の
あ
る
職
員

　
　

②�

市
民
と
の
関
わ
り
を
大
切
に
し
、
地
域
に
根
差
し

た
、
人
間
性
豊
か
な
職
員

　
　

③�

従
来
の
や
り
方
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
柔
軟
か
つ
的

確
な
対
応
が
で
き
る
、
創
造
性
あ
ふ
れ
る
職
員

４　

推
薦
の
人
数

　

ま
た
、推
薦
の
人
数
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

推
薦
の
人
数　

※
実
施
要
項
よ
り
抜
粋

各
大
学
等
に
お
い
て
、
１
名
ま
で
と
す
る
。

※　

�

大
学
：
学
部
・
学
科
（
コ
ー
ス
）
と
研
究
科
か
ら
各

１
名
の
推
薦
を
行
う
こ
と
は
可
能
。

※　
�

高
専
：
学
科
と
専
攻
科
か
ら
各
１
名
の
推
薦
を
行
う

こ
と
は
可
能
。
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推
薦
の
人
数
は
一
人
ま
で
と
限
定
し
ま
し
た
。
学
校
内

に
希
望
者
が
複
数
人
お
り
、
こ
の
推
薦
に
漏
れ
る
者
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
本
市
の
六
月
及
び
七
月
の
試
験
を
受

験
で
き
る
こ
と
か
ら
、
従
前
と
比
較
し
て
も
受
験
機
会
は

減
っ
て
お
ら
ず
受
験
者
の
不
利
益
と
な
る
こ
と
は
な
い
と

考
え
、そ
の
よ
う
に
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
関
し
て
は
、

申
込
み
開
始
以
降
、
高
等
専
門
学
校
か
ら
二
件
、
大
学
か

ら
一
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
、
い
ず
れ
の
学
校
も
複
数

人
を
推
薦
し
た
い
と
い
う
相
談
内
容
で
し
た
。
本
市
に

と
っ
て
は
予
想
を
上
回
る
反
響
で
あ
り
、
実
際
に
今
年
度

の
六
月
試
験
の
受
験
者
の
中
に
は
、
推
薦
を
希
望
し
た
と

い
う
者
も
数
人
い
る
こ
と
か
ら
、推
薦
人
数
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
検
討
課
題
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

５　

実
施
結
果

　

今
回
実
施
し
ま
し
た
「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
に
は
、

兵
庫
県
内
外
の
六
校
か
ら
応
募
が
あ
り
、
第
一
次
試
験
の

合
格
者
は
六
人
、
最
終
合
格
者
に
あ
た
る
第
二
次
試
験
の

合
格
者
は
四
人
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
推
薦

を
い
た
だ
い
た
六
校
の
中
に
は
、
遠
方
の
学
校
も
複
数
含

ま
れ
、
地
域
を
限
定
せ
ず
広
く
全
国
か
ら
本
市
の
志
望
者

を
採
用
し
た
い
と
い
う
目
的
は
達
成
で
き
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。

　

ど
の
よ
う
な
反
響
が
あ
る
か
、
ど
の
程
度
の
申
込
者
数

が
あ
る
か
読
め
な
い
中
で
の
実
施
で
し
た
が
、
従
来
の
試

験
開
始
前
の
現
時
点
で
昨
年
度
の
採
用
者
数
の
半
数
を
上

回
る
四
人
を
確
保
で
き
た
こ
と
は
大
き
な
成
果
で
あ
る
と

感
じ
て
い
ま
す
。

四　

お
わ
り
に

　

今
回
、「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
の
検
討
を
進
め
る

に
あ
た
っ
て
は
、
本
市
の
土
木
職
職
員
の
出
身
校
を
直
接

訪
ね
、
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
や
就
職
担
当
教

授
ら
か
ら
現
場
の
生
の
声
を
伺
う
機
会
を
得
ま
し
た
。
そ

の
際
に
気
づ
い
た
こ
と
を
最
後
に
述
べ
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

一
つ
は
、
官
民
を
問
わ
な
い
想
像
以
上
の
人
材
確
保
競

争
が
展
開
さ
れ
て
い
る
と
い
う
事
実
で
す
。
長
年
に
わ

た
っ
て
学
生
の
就
職
活
動
を
見
て
こ
ら
れ
た
先
生
方
も
、

昨
今
の
超
売
り
手
市
場
に
は
驚
い
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
様
子
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で
し
た
。
我
々
が
注
目
し
た
学
校
推
薦
と
い
う
仕
組
み
に

関
し
て
は
、
最
近
の
学
生
は
大
手
企
業
へ
の
学
校
推
薦
に

頼
ら
ず
に
自
分
で
興
味
を
持
っ
た
企
業
の
内
定
を
得
て
い

る
状
況
で
、
一
昔
前
に
比
べ
る
と
、
学
生
か
ら
指
導
教
授

に
進
路
相
談
を
持
ち
掛
け
る
こ
と
自
体
減
っ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
す
。
学
校
か
ら
学
生
へ
の
後
押
し
効
果
も
期
待

し
て
い
た
我
々
に
と
っ
て
は
厳
し
い
現
実
で
し
た
。

　

一
方
で
、
二
つ
目
は
、
我
々
に
と
っ
て
次
の
採
用
戦
略

の
ヒ
ン
ト
と
な
る
も
の
で
し
た
。
先
生
方
が
お
っ
し
ゃ
る

に
は
、
最
近
の
学
生
の
特
徴
と
し
て
、
進
路
選
択
に
お
い

て
保
護
者
（
親
）
の
意
見
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
い
そ
う

で
す
。
そ
う
言
わ
れ
て
み
る
と
、
就
職
活
動
に
関
す
る

ニ
ュ
ー
ス
の
中
で
、『
オ
ヤ
オ
リ
（
親
へ
の
企
業
オ
リ
エ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
）』
や
『
オ
ヤ
カ
ク
（
親
に
も
就
職
の
意

思
カ
ク
ニ
ン
）』
と
い
っ
た
新
し
い
言
葉
を
耳
に
す
る
こ

と
が
増
え
ま
し
た
。
初
任
給
の
金
額
で
は
受
験
者
に
魅
力

を
感
じ
て
も
ら
え
な
い
我
々
で
す
が
、「
家
族
が
就
職
す

る
と
し
て
、
安
心
で
き
る
勤
務
先
で
あ
る
。」
と
い
う
点

に
は
自
信
が
あ
り
ま
す
。
事
実
、
社
会
人
経
験
を
経
た
転

職
者
か
ら
は
、「
福
利
厚
生
や
研
修
制
度
が
比
べ
物
に
な

ら
な
い
く
ら
い
良
く
な
っ
た
。」
と
い
う
声
を
聞
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、「
大
学
等
推
薦
特
別
選
考
」
の
周
知
に
も
『
オ

ヤ
オ
リ
』
を
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。
本
市
で
は
六
年
前

に
一
度
、
保
護
者
が
立
ち
寄
り
や
す
い
よ
う
に
と
商
業
施

設
内
で
職
員
採
用
説
明
会
を
開
催
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
今
回
は
イ
ベ
ン
ト
名
に
「
保
護
者
の
た
め
の
」
と
い

う
前
書
き
を
つ
け
、
会
社
説
明
会
が
解
禁
と
な
っ
た
三
月

上
旬
に
市
内
の
ホ
ー
ル
に
於
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
当
日

の
来
場
者
数
は
約
一
八
〇
人
で
ホ
ー
ル
は
ほ
ぼ
満
員
、

我
々
主
催
者
の
予
想
を
上
回
る
盛
況
ぶ
り
で
し
た
。
来
場

者
の
中
に
は
、
遠
方
で
一
人
暮
ら
し
を
し
て
い
る
大
学
生

の
長
男
の
就
職
を
念
頭
に
話
を
聞
い
た
と
い
う
保
護
者
の

方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
な
ど
、
今
後
の
効
果
に
期
待
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
材
獲
得
競
争
が
激
化
す
る
中
、
効
果
的
な
施
策
を
講

じ
ら
れ
た
と
思
っ
て
も
す
ぐ
に
次
の
課
題
に
ぶ
つ
か
り
ま

す
が
、今
後
も
根
気
強
く
見
直
し
を
行
い
、敏
腕
リ
ク
ル
ー

タ
ー
で
あ
る
地
元
の
ご
家
族
を
巻
き
込
み
な
が
ら
、
人
材

確
保
に
向
け
た
取
組
を
継
続
し
て
ま
い
り
ま
す
。
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資料三：「保護者のための」職員採用説明チラシ

資料二：SNSを活用した周知 資料一：「大学等特別推薦選考」の案内チラシ


